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1. 近代製鉄発祥近代製鉄発祥近代製鉄発祥近代製鉄発祥のののの洋式高炉跡洋式高炉跡洋式高炉跡洋式高炉跡をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる近代製鉄発祥近代製鉄発祥近代製鉄発祥近代製鉄発祥のののの洋式高炉跡洋式高炉跡洋式高炉跡洋式高炉跡をををを訪訪訪訪ねるねるねるねる 2014.6.7.
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世界産業遺産登録世界産業遺産登録世界産業遺産登録世界産業遺産登録をををを目指目指目指目指すすすす日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥のののの地地地地 「「「「釜石釜石釜石釜石」」」」

一度 是非訪ねてみたいと思いながらも、洋式高炉跡が残る釜石「橋野」へは

車なくしては近づけぬ山中、アクセスが悪く、よう訪問できませんでした。
今回 三陸海岸を訪ねるwalkの最初にタクシーを使っても、是非この洋式高炉跡を訪ねようと
時間表をひねくり回して、日本近代製鉄発祥の地 「釜石」の「陸中大橋」と「橋野」を
やっとスケジュールに組み込めました。
土砂降りの雨の中の訪問でししたが、やっと行けました。

日本で洋式高炉が初めて建設されたのは、1854年の鹿児島集成館の高炉で、
そのあと 1857年には渡島半島の古武井にも建設されたが、
これらの高炉では出銑に至らずに失敗に終わっている。
1857年釜石の「大橋」、そして翌年「橋野」にも、同じ参考書をモデルにした洋式高炉が築造され、
連続出銑の近代製鉄に成功する。
したがって、「洋式高炉の操業に成功して、初めて鉄が得られたのは大橋」ということになり、
「大橋が近代製鉄法の発祥の地」ということになる。
幕末 この釜石地区に建設された洋式高炉は「大橋」に3基 「橋野」に３基のほか佐比内・砂子

渡・栗林の地区にも高炉が建設され、明治の初年には これら５ヶ所に１０基の高炉が建設され
ていたといい、文字通り、「釜石が、近代製鉄発祥の地」になっていた。

幕末の洋式高炉 築造競争表

完成時期 名称 建設場所 操業

安政元年 7月（1854年） 集成館 鹿児島県鹿児島市 失敗
安政 ４年 3月（1857年） 古武井 北海道函館市 失敗
安政 ４年12月（1857年） 大橋 岩手県釜石市 成功
安政 ５年12月（1858年） 橋野 岩手県釜石市 成功
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旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋旧釜石鉱山大橋

日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地 釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋釜石鉄山の大橋

近代製鉄発祥の地「大橋」は北上山地の分水界 仙人峠を
釜石側へ下った甲子川の源流域にあり、遠野から釜石へ北
上山地を越える釜石線がこの大橋をΩループを描いて掛け
下り、陸中大橋駅がある。
大橋並びに周辺は、山々から鉄鉱石（岩鉄）、川からは餅鉄

を産出する鉄鉱資源帯で、高炉操業の製鉄原料として使わ
れた。
この大橋には洋式高炉と共に鉄鉱石を採掘する釜石鉱山

（旧釜石工業所）が営まれ、安政年間以来１３０年余の鉄鉱
石採掘を行ってきたが、昭和５０年代以降生産規模を縮小し、
平成５年（1993）にピリオドを打った。

大橋高炉跡は現在も残る鉱山事務所のあたりといわれ、

この鉱山事務所の傍らに史蹟「釜石鉄山大橋高炉跡」の碑

が建っている。
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大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。大島高任の指導のもと、釜石鉄山の大橋に洋式高炉が完成。

安政４年安政４年安政４年安政４年安政４年安政４年安政４年安政４年((1858)) １２月１日１２月１日１２月１日１２月１日１２月１日１２月１日１２月１日１２月１日 日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。日本初の洋式高炉法による出銑に成功。 この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。この日を鉄の記念日にしている。

輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産輸入に頼っていた反射炉用材料の銑鉄を国産し、し、し、し、し、し、し、し、近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる近代製鉄技術発展の原点となる

大砲鋳造の技術者として水戸藩に招かれた南部藩士大島高任は亀裂の入り
にくい砲身の製作には、 「古来のたたら製鉄で作られた砂鉄銑から鉄鉱石を

使った近代高炉法による良質な銑鉄製造に切り替えることが不可欠」とし、
鉄鉱石を産出し、しかも 古くからのたたら製鉄の盛んな地域で、製鉄技術者
のいる釜石の大橋に洋式高炉を建設。高炉法による銑鉄の製造を目指した。
そして、1858年の旧暦12月1日、高炉に火入れが行われ、銑鉄の製造が開
始された。 日本でも大規模な製鉄業が本格的に始まり、釜石が日本近代製
鉄発祥の地と言われるようになった。

日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地日本の近代製鉄発祥の地 「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」「釜石鉄山の大橋」 釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋釜石市陸中大橋

大橋高炉絵図

大橋の高炉は その後明治はじめころまで稼働しましたが、大橋が官営製鉄
所の選鉱場に決まったため明治7年に廃業となり、翌8年に取り壊された。

釜石鉄山大橋高炉跡の碑と碑文
史蹟史蹟史蹟史蹟釜石鉄山大橋高炉跡釜石鉄山大橋高炉跡釜石鉄山大橋高炉跡釜石鉄山大橋高炉跡の碑と碑文の碑と碑文の碑と碑文の碑と碑文

此処は日本近代製鉄発祥の地である。大橋山一帯は磁鉄鉱と黄銅鉱を主とする鉱石が豊富に理蔵されている。
これが享保１２年 (1727) 公儀御薬草御用阿部友之進によって発見された。これを起因に、安政３年(1856)１１月、
大島高任は貫洞瀬左衛門とともに高炉築立を藩に願い出て許可をうけ、翌年苦心のすえ１座が完成。
安政４年（1857）１２月１日 歴史的洋式高炉の出銑に成功した。 後 慶応年間迄に大橋に３座の高炉が構築されている。

現在１２月１日を「鉄の記念日」と定められている。 昭和５８年１０月 釜石市教育委員会
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陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅陸中大橋駅

釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図釜石鉱山と大橋鉱山跡の地図

西田進氏home page     日本の近代化遺産（２）日本の近代化遺産（２）日本の近代化遺産（２）日本の近代化遺産（２） 製鉄業製鉄業製鉄業製鉄業 http://www.nishida-s.com/main/categ4/33seitetsugyou/
４４４４.製鉄業の近代化遺産を訪ねる製鉄業の近代化遺産を訪ねる製鉄業の近代化遺産を訪ねる製鉄業の近代化遺産を訪ねる ４．２．３４．２．３４．２．３４．２．３ 釜石鉱山と大橋高炉跡釜石鉱山と大橋高炉跡釜石鉱山と大橋高炉跡釜石鉱山と大橋高炉跡 より、地図・photo 抜粋させていただきました



現存現存現存現存するするするする日本最古日本最古日本最古日本最古のののの高炉跡高炉跡高炉跡高炉跡現存現存現存現存するするするする日本最古日本最古日本最古日本最古のののの高炉跡高炉跡高炉跡高炉跡 橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山（（（（製鉄所製鉄所製鉄所製鉄所））））のののの橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山（（（（製鉄所製鉄所製鉄所製鉄所））））のののの 概概概概概概概概 略略略略略略略略

世界産業遺産登録を目指す日本近代製鉄発祥の地 「釜石」

三
番
高
炉
跡

三
番
高
炉
跡

三
番
高
炉
跡

三
番
高
炉
跡

二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡

一番高炉跡一番高炉跡一番高炉跡一番高炉跡

橋
野
鉄
鉱
山

橋
野
鉄
鉱
山

橋
野
鉄
鉱
山

橋
野
鉄
鉱
山

大
門

大
門

大
門

大
門

橋野は釜石市橋野町に所在する現存最古の洋式高
炉跡。国の史跡に指定（1957年）されている。

釜石の北西部に位置し、遠野から北上山地の分水界

笛吹峠を越えて鵜住居川に沿って 沿岸の釜石市鵜
住居・大槌に出る県道の途中 分水界を釜石側に越
えた鵜住居川の源流域 青木ケ原にある。大橋とは
厳しい山々を挟んで北西側の位置にあり、この山中
や鵜住居川流域からも鉄鉱石・餅鉄を産出する。

橋野（現釜石市橋野町青ノ木）の高炉は、大橋での高
炉操業の成功から、盛岡藩が製鉄業に乗り出して、
大島高任などの指導により、 安政5（1858）年に仮高
炉での操業に成功。これが橋野鉄鉱山の始まりで、
その後 1860（万延元）年ごろにかけて、一番高炉・
二番高炉を建設。 高島高任が建設した仮高炉を改
修して三番高炉とし、高炉3基が建設された。
さらに、 釜石地域では明治初期までに７か所13基の
高炉が建設されましたが、橋野は当時国内最大の鉄
鉱山（製鉄所）だった。

大橋・橋野の高炉はいずれも「ロイク国立鋳砲所にお

ける鋳造法」を設計モデルにして築造されたため、ほ
ぼ同じ構造であるという。

1957年国指定史跡となっている。
また、現存する日本最古の高炉跡である橋野高炉跡

は、大橋地区釜石鉱山や釜石製鉄所内遺産などと共
に日本近代製鉄発祥の地 「釜石」の中核産業遺産と

して、世界産業遺産登録を目指している





橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡 諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型諸施設遺構配置復元模型
縮尺比の上下を左右に対し、約2倍に拡大しています



橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡 遺構配置図遺構配置図遺構配置図遺構配置図遺構配置図遺構配置図遺構配置図遺構配置図



橋野鉄山橋野鉄山橋野鉄山橋野鉄山のののの入口入口入口入口 旧大門旧大門旧大門旧大門 2014.6.7.2014.6.7.2014.6.7.2014.6.7.

大門正面から左右に大門正面から左右にYY字に坂道が伸びていて字に坂道が伸びていて その分岐の角に橋野鉄山の案内板その分岐の角に橋野鉄山の案内板 右への道の傍ら右への道の傍ら

に「史跡に「史跡 橋野高炉跡」の石碑が立ち、橋野高炉跡」の石碑が立ち、 案内板の後の台地の橋にも碑がみえる。案内板の後の台地の橋にも碑がみえる。

案内板には案内板には 橋野鉄山の概略解説や橋野鉄山の３基の高炉などの諸施設の配置図が示されている。橋野鉄山の概略解説や橋野鉄山の３基の高炉などの諸施設の配置図が示されている。

◎◎ YY字分岐の左分岐の台地に３番高炉跡字分岐の左分岐の台地に３番高炉跡

◎◎ 正面正面YY字中央が御日払所などの鉄山経営事務所字中央が御日払所などの鉄山経営事務所

◎◎ 右分岐谷川沿いの緩い坂道を登ってゆくと右分岐谷川沿いの緩い坂道を登ってゆくと22番高炉跡と１番高炉跡がある。番高炉跡と１番高炉跡がある。





橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡 大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群大門左手三番高炉跡がある北西側台地に広がる主要遺構群 遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望 2014.6.7.2014.6.7.

北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡北西側にある三番高炉跡 遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望

南側南側南側南側 御日払所から第二・第三高炉の森を遠望御日払所から第二・第三高炉の森を遠望御日払所から第二・第三高炉の森を遠望御日払所から第二・第三高炉の森を遠望東側の山の神東側の山の神東側の山の神東側の山の神



南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路南の森から北へ橋野の水路 南側南側南側南側南側南側南側南側 御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望御日払所から二番・一番高炉の森を遠望

森の中森の中森の中森の中森の中森の中森の中森の中 二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡二番高炉跡

森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から森を抜けた一番高炉から 北側の森北側の森北側の森北側の森北側の森北側の森北側の森北側の森

橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡橋野高炉跡 大門右手大門右手大門右手大門右手大門右手大門右手大門右手大門右手 南西側南西側南西側南西側南西側南西側南西側南西側 二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構二番・一番高炉跡がある森に広がる主要遺構 遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望遠望 2014.6.7.2014.6.7.



三番高炉三番高炉三番高炉三番高炉 元治元年(1864)以降にここにあった仮高炉を改修して築造一番・２番高炉が
廃棄後も、橋野が明治２７年(1894)閉鎖されるまで稼働していた。



大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る大門から右手坂を登った上方から、１番高炉・二番高炉跡を振り返る 2014.6.7.2014.6.7.

２２２２番高炉番高炉番高炉番高炉２２２２番高炉番高炉番高炉番高炉 11番高炉番高炉番高炉番高炉番高炉番高炉番高炉番高炉

橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち橋野にある３本の高炉のうち １番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年１番・２番高炉は万延元年(1860)(1860)または万延２年または万延２年または万延２年または万延２年または万延２年または万延２年または万延２年または万延２年(1861)(1861)に完成され、に完成され、に完成され、に完成され、に完成され、に完成され、に完成され、に完成され、

明治４年明治４年明治４年明治４年明治４年明治４年明治４年明治４年(1871)(1871)年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。年に破棄された。



釜石鉄の歴史館展示より 2014.6.7.





橋野３番高炉の遺構配置図



近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地近代製鉄法の発祥の地 大橋大橋大橋大橋大橋大橋大橋大橋鉄山鉄山鉄山鉄山鉄山鉄山鉄山鉄山 とととととととと 現存現存現存現存するするするする日本最古日本最古日本最古日本最古のののの高炉跡高炉跡高炉跡高炉跡現存現存現存現存するするするする日本最古日本最古日本最古日本最古のののの高炉跡高炉跡高炉跡高炉跡 橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山橋野鉄鉱山

世界産業遺産登録世界産業遺産登録世界産業遺産登録世界産業遺産登録をををを目指目指目指目指すすすす日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥日本近代製鉄発祥のののの地地地地 「「「「釜石釜石釜石釜石」」」」

一度 是非訪ねてみたいと思いながらも、洋式高炉跡が残る釜石「橋野」へは

車なくしては近づけぬ山中、アクセスが悪く、よう訪問できませんでした。
今回 三陸海岸を訪ねるwalkの最初にタクシーを使っても、是非この洋式高炉跡を訪ねようと
時間表をひねくり回して、日本近代製鉄発祥の地 「釜石」の「陸中大橋」と「橋野」を
やっとスケジュールに組み込めました。
土砂降りの雨の中の訪問でししたが、やっと行けました。

日本で洋式高炉が初めて建設されたのは、1854年の鹿児島集成館の高炉で、
そのあと 1857年には渡島半島の古武井にも建設されたが、
これらの高炉では出銑に至らずに失敗に終わっている。
1857年釜石の「大橋」、そして翌年「橋野」にも、同じ参考書をモデルにした洋式高炉が築造され、
連続出銑の近代製鉄に成功する。
したがって、「洋式高炉の操業に成功して、初めて鉄が得られたのは大橋」ということになり、
「大橋が近代製鉄法の発祥の地」ということになる。
幕末 この釜石地区に建設された洋式高炉は「大橋」に3基 「橋野」に３基のほか佐比内・砂子

渡・栗林の地区にも高炉が建設され、明治の初年には これら５ヶ所に１０基の高炉が建設され
ていたといい、文字通り、「釜石が、近代製鉄発祥の地」になっていた。

幕末の洋式高炉 築造競争表

完成時期 名称 建設場所 操業

安政元年 7月（1854年） 集成館 鹿児島県鹿児島市 失敗
安政 ４年 3月（1857年） 古武井 北海道函館市 失敗
安政 ４年12月（1857年） 大橋 岩手県釜石市 成功
安政 ５年12月（1858年） 橋野 岩手県釜石市 成功


